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１．テーマ選定理由

 元から自動車に興味があり、最新の技術に関心があったから。

 ハイブリッドカーや電気自動車が普及している昨今で、ガソリン
自動車には、これからどのような技術の向上によって、環境性
能と走行性能を両立させていけるか、自分が将来関わりたい
テーマであったから。
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２．従来の変速機は・・・

 マニュアルトランスミッション(MT)

→クラッチ操作、シフト操作を全て自分で行う。

 オートマチックトランスミッション(AT)

→単純に言えば、MTで行っていた動作を全自動化したもの。

 無段変速機(CVT)

→MTやATのようにギアを用いるのではなく、プーリーとベルトを用
いて無段階に変速するもの。

の主に3種類ある。
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４．次世代自動変速機は・・・

分類は、従来のATと同じなのだが・・・
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クラッチとギアのセットを2つ備える

変速時のタイムラグ・ショックの軽減

よりスポーティーかつ、低燃費な走りが可能！！



５．構造の比較
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ギアチェンジすることによりスリーブ
を動かし、ギアを接続する。

クラッチペダルを踏み、エンジンとト
ランスミッションの連結を一旦切断
する。

クラッチペダルを離していき、エンジ
ンとトランスミッションを徐々につな
いでいく。

意のままにクルマを走らせることが可能

操作が面倒・慣れが必要But…

画像出典：ウィキペディア
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%83%A5%E3%82%
A2%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%8
1%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%9F
%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3

５．構造の比較
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状況に応じて、コンピューターが自
動的にギアを選択・接続する。

トルクコンバーターにより、油圧でエ
ンジンとトランスミッションの断続を
制御する。

煩わしい操作は不要になる

変速時のショックが大きい、タイムラグがあるBut…

画像出典：ホンダホームページ
http://www.honda.co.jp/factbook/auto/ACCORD/200210/25.html



５．構造の比較
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ギアではなく、金属ベルトとプーリー
を使い、連続的に比を変えて無段
階に変速。

トルクコンバーターにより、油圧でエ
ンジンとトランスミッションの断続を
制御する。

変速時のショックが無く、滑らかな走りを実現

エネルギーの伝達ロスが出やすいBut…

画像出典：アイシンAWホームページ
http://www.aisin‐aw.co.jp/products/drivetrain/structure/cvt.html

５．構造の比較
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例えば、奇数段で走っている場合、
あらかじめ次の偶数段にギアが自
動的に変速されている。

偶数段と奇数段のギアそれぞれに
クラッチがある。

ギアが上がるころには、すでに次段
にはギアが入っているので偶数段
のクラッチにより瞬時に変速可能。

素早い変速、ショックの少ない変速が可能

コスト面の問題But…

画像出典：日経ホームページ
http://trendy.nikkeibp.co.jp/article/news/20090908/1028756/?SS=expand‐life&FD=1859901371



６．まとめ

 走行性能と環境性能を両立することができ、これからのガソリ
ン車に順次採用されると期待されている。

 コストが高いため、今は一部のスポーツカーや高性能車にし
か採用されていない。コスト減が課題。

9機械システム工学ゼミⅡ12T1041B 高橋直希 次世代自動変速機について

７．学んだこと・感想

 DCTは構造は複雑であるが、発想としては単純で、非常に効
率が良い仕組みであると学んだ。

 環境性能を重視しすぎるのではなく、走行性能も両立させて
ほしいと思うので、高効率なDCTはこれから多くのクルマに採
用していってほしいと思った。
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８．出典

 http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83
%AB%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%81%E3%83%88%E3%8
3%A9%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%9F%E3%83%83%E3%82%B7%E3%
83%A7%E3%83%B3

 http://www.honda.co.jp/factbook/auto/ACCORD/200210/25.html

 http://www.aisin‐aw.co.jp/products/drivetrain/structure/cvt.html

 http://trendy.nikkeibp.co.jp/article/news/20090908/1028756/?SS=expand‐
life&FD=1859901371
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ミッション(AT)と同様に作動するが,同期装置は歯車の選択を必要とする。同期装置は
噛み合いクラッチが噛み合う前に,摩擦を介して歯車と軸の回転速度が同期するように
設計される。摩擦材料の優れたエネルギーとパワー密度,鋼の強度と耐久性がDCTの要
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